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C  9　　　 全背柱Ｘ 線写真な どにみる背 柱を中心と する骨 格・骨の加齢現 象につい て

の一考察

中京短大　 安 達和俊

目的　 背 柱を 中心と する骨 格・ 骨 の加齢現象を 、全背 柱Ｘ 線写真 などを通 して観察し、

その加齢変化 には 、ど んなも のかあ るか。ま たそれら の老化 に対す る生 活・ 栄養上 の予防

について も合 わせて探 る。

方 法　 私か 米国ロ サンゼル ス市の クリーブランド・ カイロプラ グディッ ク大学 のクリニ

ッ クインターンの時に 撮り 作成し た全背柱Ｘ 線写真など ６つの及び別 に私の現在 のクリニ

ッ クに来院し た患者 の持 ち込 んだ腰椎など のＸ 線写真 ８つ の報 告書のそ れぞれを年齢順 に

表化し 個人差を 排除した上 で、それらを老年 層(70 ～82 歳) と青年層(17 ～35 歳) とに分

け 比較し加齢変化 の１つ １つを箇条書 にする。そ れら背柱を 中心とす る骨 格・骨 の老 化に

対 し人間工学・ 生化 学など から調査・ 検討 し生活・栄養上 の予防につい ても考察す る。

結果(1) 側鸞 と多 発性偏位(2)外縁部 の骨 組形成或い は架 橋形成(3)椎 間板軟骨 のスペ ―ス

の減少(4)骨 粗m ・骨多孔 傾向(5)腱 の附着部・ 靭帯 そし て腹大動脈な どに於いてす ら石 灰化

か顕 著に みられた。(1)から(2)への移行は自明であり 、これ らの予 防には、坐位・ 立位と も

に背柱 の生理 的鸞 曲を保つ ことなど か考えら れ、(3)は椎間板成分であ る硫酸塩( コンド ロ

イチ ン硫酸 塩・ ケラチン硫酸 塩) の減少 に伴う変性及び椎 間板内 の水分 の減少かあり 、(4)

は硬骨成 分である石灰 塩( 主に燐酸 カルシウ ム・炭酸 カルシ ウムなど) 等 の減少かあり 、

前者は、硫酸 マ ンガ ンな ど、後者 は、Ca また その吸収の為ＶＤ 及 びＰを 多 く含む 食品の摂

取 などが考え ら れる。(5)は椎間板軟骨 の石灰化 も含 め、運動によ って、そ れらへの栄養分

の供給を促 進させ、新陳 代謝を活発 にすることな どが考え ら れる。

C 10 骨 粗 軽 症 の 予 防 に 関 す る 研 究　　 一

日 本 女 大 家 政　 ○ 麻 見 直 美　･･星 名 綾

自

森

由 運 動 の 効 果　 一

川 尚 美　 五 十 嵐 千 恵　 江 洋 郁 子

《 目 的 》　 近 年、 我 が 国 で は、 高 齢 化 社 会 をifflえ、 骨 粗 軽 症 お よ び そ れ に と も な う 骨 折 の

頻 度 が 増 加 し、 そ の 予 防 が 重 要 な 課 題 と な っ て い る。 私 達 は、 動 物 実 験 に よ り 適 度 な 運 動

の 負 荷 が、 骨 粗 軽 症 の 予 防 に 効 果 的 で あ る こ とIk 報 告 し て き た。 そ こ で 本 研 究 で は、8    ヵ

月 齢 の 成 熟 雌 ラ ッ ト を 用 い、 骨 粗 軽 症 モ デ ル と し て 卵 巣 摘 出 手 術 を 施 し、 自 由 運 動 に よ る

予 防 効 果 を 比 較 検 討 し た。

《 方 法 》　8   ヵ 月 齢　W i star 系 雌 ラ ッ ト に 卵 巣 摘 出 手 術 お よ び 偽 手 術 を 施 し、15 日 間 の 予

備 飼 育 後、 そ れ ぞ れ を 非 運 動 群 ・ 自 由 運 動 群(  Running) の 計 ４ 群 に 分 け、170　 日 間 飼 育

し た。 期 間 中 は、　1  .2S! Ca を 含 む 繁 殖 用 固 形 飼 料 お よ び 水 道 水 を 自 由 摂 取 さ せ た。 な お、

期 間 中、Balance study を 行 い、 解 剖 後、 大 腿 骨 に つ い て 破 断 試 験 を 行 っ た。

《 結 果 》　I. 卵 巣 摘 出 群 は、 偽 手 術 群 に 対 し、

① 有 意 に 体 重 が 増 加 し た。　 ② 走 行 距 離 に つ い て は、 有 意 な 低 値 を 示 し た。

n.　 卵 巣 摘 出 群 ・ 偽 手 術 群 と も に、 自 由 運 動 群 は、 非 運 動 群 に 対 し、

①Ca 吸 収 率 お よ び 蓄 積 率 に お い て 高 値 傾 向 を 示 し た。

② 骨 破 断 エ ネ ル ギ ー に お い て は、 有 意 な 増 強 あ る い は、 高 値 傾 向 を 示 し た。

③ 大 腿 骨 灰 分 量 に お い て は、 有 意 な 増 加 を 示 し、 特 に 卵 巣 摘 出 群 で 自 由 運 動 の 効 果 が 明 か

で あ っ た。

以 上 よ り、 適 度 な 運 動 を 負 荷 す る こ と は、 骨 代 謝 に 効 果 的 で あ り、 特 に、 閉 経 後 の 女 性

の 骨 塩 量 の 減 少 を 抑 制 す る こ と が 示 唆 さ れ た。


